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カウンセリング研究センター講演会
子どもの生と死

―周産期医療から見えること―
実施結果―アンケート集計結果の概要―

　高齢化時代の到来で、医療、看護、介護での老
後の生活が多くの議論を呼んでいます。それと平
行して、医療現場では、新生児医療が急速に発達
し、超未熟児の生命も救われ立派に育つ時代を迎
えています。しかし、重度障害を負った患児にも
苦痛の伴う延命医療が行なわれているのが現状で
す。その結果、苦痛の内に亡くなる新生児がいま
す。今回のシンポジウムは新生児医療の最先端で
多くの未熟児や障害児の生命を救い、また、看
取ってきた元淀川キリスト教病院副院長船戸正久
医師から新生児の生命の大切さについて講演して
いただきます。

日　時　2011年12月16日（金）14：00～16：30

場　所　聖学院大学ヴェリタス館教授会室
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【プログラム】
挨　拶　阿久戸光晴（聖学院大学理事長・学長）
講師紹介　平山正実（聖学院大学大学院教授）
講　演　 「子どもの生と死―周産期医療から見え

ること―」
　　　　 船戸正久（大阪発達総合療育センター重

症心身障害児施設フェニックス園長）
質疑応答

【集計結果】
・参加者は28名。内アンケート回答者は12名。
・ 講演について、「良い」という意見が92％だっ

た。
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＊ 年齢は50代が最も多く、40代と50代で約 7 割を
占めた。
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＊女性が 9 割以上と大多数を占めた。
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＊ 「その他」としては「看護師」「ヘルパー」な
ど。

参加の動機
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＊ 「その他」としては「前回の講演会で案内され
て」「大学内で案内を見て」「知人の紹介で」
など。

自由意見

・ 今日は船戸先生の貴重な「大切ないのちに関わ
る生と死」ご講演をいただきまして、本当にあ
りがとうございました。「ひとつひとつのかけ
がえのない命」がこの世に生まれ、その命が輝
いて、生きて、その生を終えていくことの大切
さと、そのようにできるようにみんなで支えて
いける日本の社会になっていったらいいなと、
せつに思い、願い、これから活動していきたい
です。ありがとうございました。お疲れ様でし
た。これからも、「かけがえのない命が大切に
され、祝福されて輝いて生きていけること」を
テーマに生と死から、様々な角度から見つめら
れる講演会なども期待しています。

・ 新生児医療も高齢者、その他どの年齢でも、
「看取り」への愛情と哲学という点では共通な
課題が多く、大変参考になった。祖父母の最期
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が積極的医療で、苦しいものにみえ、辛かった
後悔からいろいろ学びたいと思うようになっ
た。自然な、神の手に戻っていくような死は楽
なものだという。（エンドルフィンなどがで
て）愛に満ちた見取りが、日本でもBasicなもの
になることを祈る。「重症児の幸せは周りの幸
せに比例するのではないか」という先生の言葉
は個人の幸せと世界の幸せの相互作用を連想さ
せ、深いなあと思いました。

　 すごくいいお話だったのに、参加者が少なくて
もったいないなと思いました。

・ 訪問看護をしていますが、終末期医療、ケアは
成人、老人の関わりが大きいのですが、あらゆ
る命の尊厳は小さな命こそ、また大切に在宅で
過ごさせてあげたいと思いました。大切なお話
本当にありがとうございました。

・ 周産期医療も多方面から光をあて、求められて
いるものを細かく知るように努力して携わるこ
との大切さを知る。命に関わる人すべてに求め
られる基本を知った。

・ 「人間をどう見るか」に尽きるお話だったと思
います。これは教育の現場でも同じです。「い
のち」を無視しては、医療も教育も福祉も、何
ひとつ子どもに良いものを与えないのですか
ら、私たちは「いのち」の視点から人間の社会
を考えていかねばならないと思いました。

・ 重い問題ですが、考えなければならないと思っ
た。

・とても勉強になりました。

小さないのちの尊厳と愛に満ちた看取りについて
の講演がなされた

講演後には質疑応答が行われた


